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設立年（西暦） 2023 年 

助成活動名 
光や触感・香りなどの心地よい感覚刺激を提供し、リラックスする居場所づくりを通した
障がい児等や保護者の支援 

助成額 1,200,000 円 

活動内容 

目的 

「スヌーズレン」の生み出す空間の素晴らしさに着目し、障がい児（者）を安
心して遊ばせられる場所、社会的少数派の人たちが地域住民と分け隔てなく交
流できる場所として機能するスヌーズレン常設施設を設けた。 
 
オープンから半年が過ぎ、重い障害を持つ子と定型発達の子どもが仲良く遊ん
でいる姿や、大人の障がい者の方が寛ぐ様子なども度々見られるようになっ
た。 
また「穏やかな気持ちで子どもを見ていられるこの場所に救われている」「強い
特性のため福祉サービスを断られ行き場がない我が子と過ごす最後の砦のよう
に感じている」などと話す保護者も多く、事業継続を願う声は大きい。 
 

内容 

①かんかくもーるにて行う他団体との協働イベント 
・概ね 10:00～14:00、月に 2 回程度開催 
・かんかくもーる（岡山市南区藤田）を貸し切り、地域の支援団体や福祉事業
者などに提供 

・障害当事者や保護者、家庭に居場所がない子どもや孤独を感じる在留外国人
などを招くイベントを開催する 

・参加者は、30 名/回ほどを想定 
 
②ブラックルームに展示するブラックライトアートの制作 
・通年展示（2 ヶ月に 1 回作品を交換） 
・かんかくもーる（岡山市南区藤田）ブラックルームに、障がい者アートの作
品を展示する 

・障がい者アートのレンタル事業を行う事業者とブラックライトアートを手掛
ける企業との協働により叶える 

・かんかくもーるを利用するすべての人が障がい者アートに触れ、障害を持つ
人たちのことを知る（考える）機会を提供する 

・かんかくもーるの利用者 150 名/月が作品に触れることを想定 

 



③ホワイトルームに投影する映像円盤の制作 
・通年展示（2 ヶ月に 1 回作品を交換） 
・かんかくもーる（岡山市南区藤田）ホワイトルームで投影しているプロジェ
クターの映像円盤を障がい者アートにて制作する 

・障がい者アートのレンタル事業を行う事業者または利用者の創作活動に取り
組む福祉事業者と協働で制作 

・かんかくもーるを利用するすべての人が障がい者アートに触れ、障害を持つ
人たちのことを知る（考える）機会を提供する 

・かんかくもーるの利用者 150 名/月が作品に触れることを想定 
 
④スヌーズレン講座の開催 
・年 2 回 
・かんかくもーる（岡山市南区藤田）に専門団体より講師を招き、支援者や保
護者向けの勉強会を開催する 

・日本スヌーズレン協会との協働で実施 
・参加者は 10 名/回ほどを想定 

当初の
計画か
らの変
更点 

＜平日の子ども預かり事業について＞ 

平日の稼働が低く、事業継続が難しい大きな要因となっているため、申請後に
2025 年 4 月から平日の遊び場営業を中止して、預かり事業（日中一時支援・フリ
ースクール）を行う体制を整えた。しかし、立地面の課題や、提供したいサービ
スと利用者のニーズの相違などから、2025 年 6 月末をもって早期終了し、7 月よ
り平日の遊び場運営を再開した。 
 
＜拠点の移動について＞ 

大学との PBL や研究協力、来年度からの公民館講座の計画、医療機関（精神科）
や福祉事業者、支援学校との連携などが進む一方、固定費の負担（特に家賃）が
大きくのしかかり、経営を圧迫している状況から抜け出せずにいた。また、立地
の問題は家族の心理面への影響が大きく、利用の伸び悩みに繋がっていた。 
当事業は、認知や必要性の理解を広めることに時間がかかること、また遊び場と
しての完成がゴールではなく、（当事業のような）場所や感覚に配慮された環境が
地域社会に広がっていくことを目的としている。 
このことから、方向性を見直し、事業を続けていくために岡山市南区藤田の拠点
を 2026 年 1 月末で一旦終了し、4 月の岡山市北区青江での再稼働に向けて準備
を進めた。 

成果 

＜計画内＞ 

①かんかくもーるにて行う他団体との協働イベント 
・8 月より 12 月まで月に 1 回開催 
・かんかくもーる（岡山市南区藤田）にて、地域の活動者（福祉ネイルやアー
トなど）とともに障害当事者や保護者に向けて開催 

・参加者は、2～15 名/回 

②ブラックルームに展示するブラックライトアートの制作 
⇒別事業として継続実施 

③ホワイトルームに投影する映像円盤の制作 
⇒別事業として継続実施 

④スヌーズレン講座の開催 

⇒大西の日本スヌーズレン協会役員就任により、独自に開催 
・かんかくもーる（2 回）、出張（1 回） 
・経営者向け講座（1 回）、支援者向け講座（2 回） 
・参加者（32 名） 
 



＜計画外＞ 

ⓐ教育機関連携 
・お茶の水女子大学（就実大学）研究協力（6/9） 
 ⇒インクルーシブダンスイベントでのスヌーズレン提供 
・岡山県立大学 PBL 演習（6～11 月） 
「高齢者が楽しめるスヌーズレンをプロデュース」 

・岡山県立西支援学校 施設利用（10/16） 
 
ⓑ医療機関連携 
・岡山県小児科医会（岡山大学）イベント協力（9/15） 
 ⇒医療的ケア児啓発イベントでのスヌーズレン提供 
・岡山県精神科医療センター 出張提供（3/4） 
 ⇒感覚調整療法の一環として利用 
 
ⓒ福祉事業者連携 
・施設利用  24 事業所 
・出張提供  3 施設 
・職員研修  2 施設 
 
ⓓ企業連携 
・施設利用  1 社（2 回） 
・出張提供  1 社（1 回） 
 
北海道から九州まで、のべ 1,814 名（前年比＋200 名）に利用機会を提供した。 

今後の課題と対
応策 

当該事業年度は、社会性と事業性の両立に苦しんだ。 
利用者、支援者、地域社会など、様々な見え方がある中で、単に資金を集めればよいとい
うものではなく、当事者が置き去りにならない活動をいかに続けていくかに奮闘した一年
であった。 

当法人の活動の目的は、「かんかくもーる」の完成ではなく、同様の場所や、感覚に配慮し

た環境、多感覚環境の活用などが地域社会に広がり、社会参加が叶う人の数が増えていく
こととしている。 
しかし、単独組織での取り組みには限界があり、活動を続けていくためには、教育・医療
機関、福祉施設、企業や行政などとの連携が不可欠であることを痛感した。 

新拠点での活動再開を叶えた 2026 年度は、より多くの方へスヌーズレンの体験機会を提供
できる出張サービスに注力し、支援者研修を含めたプログラムなども用意して、福祉事業
者との連携を進める。また拠点では、多感覚環境の体験型研修・実習として施設運営を行
い、福祉事業者はもちろん、教育機関とも連携を図りながら、よりよい環境が広く届くた
めの活動へとシフトさせる。土日祝日においては、従来の障がい児（者）を含む家族の居
場所として運営し、遊び場提供を行う。 

また、本年度決まっている公民館講座では、行政の抱える課題感やニーズに寄り添いなが
ら、法人単独では届けられない層への体験機会の創出を丁寧に行いたい。 

そして経営面でも課題は多く、当事者やスヌーズレンに対する理解が十分でない現状か
ら、利用者を増やし安定した経営に至るまでには相当の時間を要するものと考えている。 
そこで来期は、事業そのものや当該事業の必要性をより多くの方に知っていただくべく、
他団体と協働の取り組みに注力したい。すでに今期、医療的ケア児を招いての体験会など
も開催しており、互いの得意分野を持ち寄り、足りないものを補い合うことで訴求力を上
げ、またよりよい活動へと発展させられることも実感している。 

これらの事業方針および運営体制の変更と、固定費の大幅削減により、持続可能な事業へ
と昇華させる。 



写真の提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


